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児童養護施設における暴力への対応
～安全委員会の取り組みとその効果～

岩本　豊
児童養護施設　共楽養育園

［諸言］
　共楽養育園では以前、子どもと職員の力が逆転していた時期が続いていた。子ども
間の暴力はもちろんや子どもから職員への暴力、通っている小学校では集団で暴れる
など職員からの指導が通りにくい状況であった。
　そこで平成18年９月より安全委員会方式を導入した。施設内暴力に対応する取り組
みを開始し、安心安全な施設生活を目指した。

［活動の報告］
　何があっても暴力は絶対にいけないという姿勢を職員が見せ、指導の透明性、一貫
性を示すようにした。安全委員会立ち上げ当時は、大きな暴力ばかりに目を向け、対
応するのが精一杯であった。しかし、一つ一つのトラブルを丁寧に対応していくこと
で、子ども達の中に「暴力はいけない。」という意識が浸透した。
　以前は年上の子どもが暴力をすることで力を示し、大きい暴力や隠れた暴力が行な
われていた。しかし、現在の問題点としては年下の子どもの言動が原因で、年上の子
どもの威圧的行為や暴力行為に発展していることが多くある。その事で暴言に対して
も安全委員会で取り組むようになり、聞き取り項目に追加した。また、暴言や威圧行
為など見逃せば後で大きな暴力の原因になるので、対応報告として安全委員会で報告
することにした。その後、対象児と一緒に振り返る時間を設けるようにした。

［結語］
　指導の透明性、一貫性を示し対応していくことにより子どもはもちろん、職員にも
安全委員会方式が浸透して来た。現在も事件が起こった際には必要に応じて緊急職員
会議や緊急安全委員会、緊急自治会を実施している。結果的には安全委員会方式の浸
透が職員の指導力向上にも繋がっている。聴き取りを疎かにせず、子どもが話しやす
い雰囲気にして、子どもからのSOSサインを見逃すことなく、さらに安心安全な共楽
養育園を目指していきたい。
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